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要旨 

本研究は先行研究で示された問題の解明を目的としている。先行研究によると、海外（タ

イ）の大学の 4 年間の日本語学習は期間も短く不十分で、日本語専攻卒業生は就職後、職

場におけるコミュニケーション及び会話に問題があることが報告されている。しかし、タ

イの日系企業で具体的に使われている日本語会話の状況について実証的な調査はこれまで

行われていない。また、大学でのカリキュラムとして実際使用場面で運用できるシラバス

を作成し、活動内容や評価法を吟味すれば、彼らは大学卒業後に、職場で日本語を適切に

使用できるようになるかもしれない。そこで、本研究ではタイのバンコクにある R 大学の

日本語専攻卒業生（以下、卒業生）の職場における現在の日本語使用状態、各場面におけ

る自己評価、R 大学の日本語教育カリキュラムについての評価を調査した。その結果、下

記のことが明らかになった。 

1. 実際に日本語が使用される場面は会議，プレゼンテーション、電話での会話、敬語、

数字、メールの返信、専門用語など多岐にわたっている。 

以上の 7 つの実際使用場面以外で、日本語を使用しながら、業務を行う際、最も困難を

感じる日本語使用場面、問題が生じたコミュニケーションも様々出てきた。  

2.  R 大学の日本語専攻卒業生は以上のような場面に参加しているが、不適切なコミュ

ニケーションがたびたびあることがわかった。 

3.  R 大学の日本語教育カリキュラムについて評価してもらった結果、優先的に改善す

べき点が明らかになった。また、本調査の結果から、R 大学の日本語学習カリキュラムへ

の提言がある。 提言は分析の結果、教室内および教室外の項目に分かれることがわかった。 

 結果の考察から、改善が必要な点としては、R 大学の卒業生は多様な職場の場面と日本

人の働き方について知っておくべきであると思っている。なぜなら、どのような場面があ

るか、相手の意図や希望は何か、自分の能力が十分かなどについて判断できるからである。 

しかし、日本人の働き方については、R 大学の卒業生は就職するまえに、各職場の日本

人の働き方が分からなかったので、職場後はじめてから困難を感じているということが分

かった。したがって、就職前の日本語教育の場においてこのような理解を急務であり、R

大学での日本語学習カリキュラムには、日系企業文化や日本人の働き方についての理解を

促すような科目やプログラムを追加すべきであると考える。 

そのため、本調査の結果に基づき、授業内での自己評価および e ラーニングの導入を提

案したい。具体的には、R 大学の日本語学習カリキュラムへの CEFR の導入(教師と学習

者が到達目標を可視化し共有)、ZOOM を利用し＜職場で働く卒業生＞と＜Ｒ大学の教室

内の日本語学習者（在校生）＞を繋ぐ「ビジネス日本語」の授業活動などが挙げられる。

卒業前に在校生がインターンシップに参加するのが理想的であろうが、実際にアレンジを

するのは困難である。ZOOM の導入で、教室にいながら職場のコミュニケーションを学ぶ

ことができるのではないだろうか。 
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しかし、日本語の実際使用場面で日本語力が十分であるという結果については疑問が残

る。なぜなら、協力者の自己評価によるものであるため、真偽が不明であるからである。

そのため、信頼性に欠けると考えられる。したがって、今後の課題としては信頼性確保の

ため、卒業生や同僚（日本人）からの評価も考慮に入れ、研究を実施したい。 

また、大学でのカリキュラムは学習者が職場で日本語を使用できるように育成すること

を目標とするべきである。本研究の調査結果や提案などを基にして学習者が社会に出た時

に役に立つシラバス（目標、活動内容、CEFR の導入など）を作成することが急務であろ

う。今後は、シラバスの作成に向けて研究を続け、授業実践を行い、評価をし、改善を重

ね、より良いものを作成したいと考える。 
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